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猪名川部会中間取りまとめ目次（案）

要旨： 明日の暮らしを支える生き生きとした猪名川を目指して（仮置き）：

（猪名川の今後の方向に関する主張を１枚で簡潔にまとめる ）

はじめに

１．猪名川とは
○ 猪名川の特性、ポテンシャル
○ 課題、問題点

２．理念・目標
（１） 考え方（枠組み、スタンス･･･）
（２） 将来像（望ましい川の姿･･･）
（３） 目標

３．整備の方向
（１）総合的な対応
（２）災害への対応（治水、地震･･･）
（３）自然環境への配慮
（４）社会生活への対応（利水、河川敷利用、ライフスタイル、教育･･･）
（５）推進の枠組みの変更（線から面へ、縦割りから総合へ･･･）
（６）役割、責務、リスクの分担のあり方

本
文：
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１．猪名川とは：猪名川の特性、ポテンシャル

�猪名川の特徴とはいったいなにか？

中 で「中自然」で るある
人の っ 然・人の手が入った自然
里山・里山

の領域元々河川の領域で ったあった
地域 都市に都市が形成 たされた

・氾濫原
危険・洪水の危険

下流下流上下流の距離が近い上下流の距離が近い

流流流域行政体の流域行政体の不連続不連続
合的 計・全体での総合的、計画的な河川敷

用利用が課題

に くさ流域にたくさんのの人
が住ん住んでいる
の 以・下流部の都市化（戦前、万博以降）

上 発 団・上流部の開発（大団地）

特特有の地形
・ 部・ 部・狭窄部の存在・狭窄部の存在
・ 台・伊丹台地、扇状地

川猪名川

存在存在特産品の存在特産品の存在
地地・地下水・地下水→→ 丹丹伊丹の酒伊丹の酒
池・池→ ちいちぢく
池・池田の炭

史と長い歴史と文化を有する
・ 時・万葉時代からの歴史
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環境(生活環境・社会環境・自然環境)

川と人とのかかわりの考え方（案B）

�「治水・利水・環境」という枠組みの捉え方は正しいのか？ 治水・利水は人間にとっての観点だが、環境は？ 治水・利水・環境は並列にすべきも
のなのか？ それに取って代わる考え方の枠組みは何か？

治水

利水 環境

人
（にとっての観点）

然自然
（にとっての観点）

＜人の安全・安心＞
・人の命
・人の財産

＜人の暮らし＞
・人の飲み水
・人の生業（漁業）
・人の活動（舟運）
・人の暮らし（利用）
・人のアメニティ
・人の教育
・人の文化
・

＜自然の回復・保全＞
・多様な生態系
・自然な変化
・土砂の供給
・自然浄化力
・水源から海域までの連
続性
・
・

＜自然から人へのフィードバック＞
・自然から人への恵み
・自然から人への脅威
・自然から人へのワーニング

＜人から自然への働きかけ＞
人の活動は必ず自然を抑制する。自然
界のエントロピーを増大させる。それを
いかに最小化・最適化するか。

「治水・利水・環境」から「人と自然」へ
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充分な河道幅を持ち連続
性のある多様な生物をは
ぐくむ親しみのある、歴史
文化の継承のできる川を
次の世代に伝える。明日
のくらし(生活)を守る豊か
な猪名川をめざす。

（３）目標（案②）

�人間はこの地球環境の中で生かされている存在であり、もはや人類の思いのままに反映を築くことができなくなった現状を知り、その環境から起
こるすべての出来事と共生していく考え方がもとめられる。

短期目標→中期目標→ゴールへ

ゴールを実現するために
人々が川と関わるライフ
スタイルや価値観を変え
る。

ゴールに向かって確実に
整備方針を実行する。
①本来河川領域であると
ころに住みついたことへ
の対応
②生物の多様性の維持
③人と川のつながり
④水需要に対するライフ
スタイルの変更

ーゴール
年先）年先）（１００年～２００年先）（１００年～２００年先）

中期目標中期目標
年）（～５０年）

短期目標（整備計画）
（～３０年）




